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５
月
31
日
㈰
、
第
24
回

天
龍
村
大
運
動
会
が
天
龍

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
、
小
・
中
学
生
は

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
友
達
と
競
い
合
い

な
が
ら
、
全
力
で
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
主
催
種

目
で
は
玉
入
れ
、
ム
カ
デ

競
争
と
い
っ
た
競
技
の
ほ

か
、
全
員
参
加
型
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
記
念
大
会

で
恒
例
と
な
る
ド
ラ
ゴ
ン

検
定
が
行
わ
れ
、
体
力
と

知
力
を
振
り
絞
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
に
は
婦
人

会
の
み
な
さ
ん
に
調
理
い

た
だ
い
た
天
龍
カ
レ
ー
が

提
供
さ
れ
、
憩
い
の
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
参
加
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
大
運

動
会
を
計
画
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
や
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
天
龍
保
育
所
で
は
、
長
野
県

か
ら
「
信
州
型
自
然
保
育
（
や

ま
ほ
い
く
）」
の
認
定
を
得
る

た
め
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
中
央
区
の
農
地
を
お
借
り

し
、
南
中
区
の
熊
谷
周
文
さ
ん

に
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
野

菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
、

と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
夏
野
菜

を
植
え
ま
し
た
。

　
天
龍
村
郷
土
美
術
館
で
は
、

４
月
に
展
示
品
を
更
新
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
３
年
半
振
り
と
な
る

北
島
新
平
先
生
の
作
品
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
の
う
え
、
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

【
入
館
料
】

▽
天
龍
村
居
住
者
無
料

※
村
外
の
方
は
大
人
２
０
０
円
、

子
供（
中
学
生
以
下
）１
０
０
円天龍村大運動会開催天龍村大運動会開催第24回

天龍村誕生70周年記念

園
外
菜
園
だ
よ
り

（
保
育
所
）

第41回
天龍村誕生70周年記念

☆と　き：８月15日㈯ 午後５時30分～
　　　　　※雨天順延８月16日㈰
☆ところ：龍泉閣前 村営駐車場
☆夜店、天龍小学校児童による熊伏太鼓、ジャズ演奏、
盆踊り、花火大会など
☆天龍村誕生70周年記念事業として、豪華景品が当
たるお楽しみ抽選会などを予定しています。

天
龍
村
郷
土

美
術
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

２人組シンガーソングライター
結成（2000年）以来「Prison（プ
リズン）コンサート」と称し、矯正
施設でメッセージコンサートを展開。

TVキャスター
オリンピックなど様々なスポーツの
実況中継を担当。御年82歳であり
ながら日々身体を鍛えている。

日時：令和８年10月４日㈰ 12時30分～
場所：文化センターなんでも館
お問い合わせ：企画課むらづくり推進係
TEL：32-1023

天龍村70周年
記念事業
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空
き
家
が
増
え
る
こ
と
で
建

物
の
状
況
が
悪
く
な
り
倒
壊
の

危
険
が
出
て
く
る
だ
け
で
な
く
、

害
獣
・
害
虫
が
繁
殖
し
動
物
が

田
畑
を
荒
ら
す
・
異
臭
を
発
生

さ
せ
る
な
ど
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
り
、
景
観
悪
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

村
で
は
、
空
き
家
の
所
有
者

と
空
き
家
に
住
み
た
い
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
を
運
用
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
い

た
だ
く
と
、
空
き
家
を
片
付
け

る
際
に
発
生
す
る
費
用
を
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
状
態
が
悪
い
空
き
家

は
解
体
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
が
、
解
体
費
用
を
所
定
の
金

融
機
関
か
ら
借
入
し
た
場
合
の

利
子
を
補
給
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的
に

ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
８

月
13
日
㈭
に
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
で
空
き
家
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
課
む
ら
づ
く
り
推
進
係

☎
32ｰ

１
０
２
３

地
域
住
民
の
集
落
環
境
を
整

備
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
が
自

ら
取
り
組
む
整
備
事
業
（
地
区

集
会
施
設
等
新
設
改
良
事
業
）

に
要
す
る
原
材
料
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費
…
原
材
料
費

今
ま
で
に
、
ご
み
集
積
場
の

整
備
や
バ
ス
停
待
合
室
整
備
、

集
会
施
設
の
庭
整
備
な
ど
に
活

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ

れ
る
地
区
は
、
企
画
課
む
ら
づ

く
り
推
進
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。☎
32-

１
０
２
３

　
森
林
は
水
や
空
気
を
育
み
、

土
砂
災
害
や
地
球
温
暖
化
を
抑

制
す
る
な
ど
様
々
な
働
き
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
森
林
を
健
全
な

姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
長
野
県
で
は
「
長
野
県
森

林
づ
く
り
県
民
税
」（
通
称
…
森

林
税
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
税
は
、
地
域
主
体
の
里

山
整
備
活
動
の
支
援
や
、
広
く

県
民
が
利
用
す
る
施
設
の
木

造
・
木
質
化
、
倒
れ
や
す
い
危

険
な
木
の
伐
採
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

活用事例：危険木伐採
県道為栗和合線（和知野川キャンプ場付近）

地
区
内
自
営
整
備

　材
料
費
支
給
事
業

　
　補
助
金
の
お
知
ら
せ

空
き
家
に
関
す
る

　
　
　
　お
悩
み
相
談

　
天
龍
村
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
万
一
地
震
が
発
生

す
る
と
、
そ
の
周
囲
の
広
い
範

囲
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
と

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
う
し
た
大
規
模

地
震
に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
性

能
を
確
保
す
る
た
め
の
耐
震
診

断
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く
耐
震

改
修
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
診
断
費
用
は
補
助
に
よ
り
全

額
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
住
宅
は

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
に
な
り
ま
す
。

　
耐
震
改
修
工
事
で
補
助
を
受

け
る
際
に
こ
の
診
断
結
果
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
振
興
課
建
設
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
32-

１
０
２
２

住
宅
耐
震
診
断
を

　
　実
施
し
て
い
ま
す

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５

日
㈮
に
開
会
し
、
12
日
㈮
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
税
法
等
の
改

正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
に
関

す
る
給
与
所
得
控
除
や
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
な
ど
の
見
直
し
条

例
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
税
法
施
行
令

及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
改
正
に
伴
い
、
医
療
分
課

税
限
度
額
や
保
険
税
の
軽
減
判

定
所
得
基
礎
額
の
引
き
上
げ
と
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
課
税
の

新
設
な
ど
の
条
例
の
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度 

学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金 

天
龍
村
総
合

体
育
施
設
空
調
設
備
整
備
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
の
た
め
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
た
も
の
で
す
。

・
契
約
額

　
　
　
６
，
６
２
２
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
　
明
和
工
業
㈱

○
天
龍
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、「
天
龍
村
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
、

令
和
８
年
９
月
１
日
以
降
も
引

き
続
き
10
年
間
の
管
理
運
営
を

行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、「
社

会
福
祉
法
人
天
龍
村
社
会
福
祉

協
議
会
」が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、「
天
龍
村
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
９
月
１
日
以
降

も
引
き
続
き
10
年
間
の
管
理
運

営
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

「
社
会
福
祉
法
人
天
龍
村
社
会

福
祉
協
議
会
」
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
㈲
天

龍
農
林
業
公
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
議
会
に
報
告
し
た
も

の
で
す
。

○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
㈲
龍

泉
閣
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

○
令
和
７
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
８
年
度
に
繰

越
す
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に

報
告
し
た
も
の
で
す
。

○
後
藤
知
久
議
員

一
　
新
副
村
長
の
就
任
に
つ
い
て

二
　
若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

三
　
村
内
の
国
・
県
道
の
改
良

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❷
回

報
　
　
　告

一
　般
　質
　問

可
決
さ
れ
た
案
件

や
改
築
、
新
設
工
事
、
要
望

等
に
つ
い
て

○
今
村
久
雄
議
員

一
　
村
営
住
宅
に
お
け
る
物
置

設
置
の
公
平
性
に
つ
い
て

二
　
ご
み
回
収
、
特
に
赤
い
袋

の
件
に
つ
い
て

三
　
小
規
模
維
持
型
林
業
へ
の

支
援
に
つ
い
て

四
　
地
す
べ
り
対
策
事
業
に
お

け
る
水
資
源
活
用
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
　
村
道
の
管
理
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
に
つ
い
て

二
　
投
票
所
の
集
約
と
投
票
の

選
択
肢
に
つ
い
て

三
　
水
道
設
備
の
生
活
基
盤
近

代
化
事
業
に
つ
い
て

○
熊
谷
よ
し
江
議
員

一
　
受
入
住
宅
の
体
制
に
つ
い
て
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計

ま
ば
ゆ
い
新
緑
と
好
天
に
恵

ま
れ
４
月
26
日
㈰
、「
ニ
セ
ン

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
」
に
て
、
恒
例
の
天
龍
村
長

杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
総
勢
20
名
の
地
域
住
民
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
な
が
ら
グ
リ
ー
ン
上
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
大
会
を
制
し
、
見
事
栄
冠

を
勝
ち
取
ら
れ
た
の
は
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
す
。
熊
谷

さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

大
会
終
了
後
に
催
さ
れ
た
懇

親
会
も
、
大
会
に
負
け
な
い
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
、
用
意
さ
れ

た
温
か
い
豚
汁
を
囲
み
な
が

ら
、
お
互
い
の
好
プ
レ
ー
を
讃

え
合
っ
た
り
と
、
和
や
か
な
笑

顔
が
弾
け
る
素
敵
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
秋
の
気
配
が
深
ま

る
11
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
プ
レ
イ
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

【
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
】

営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈬
〜
11

月
30
日
㈪

定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

プ
レ
ー
料
金
…
大
人
５
０
０
円

／
子
供
（
中
学
生
以
下
）
２
０

０
円

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
…
企

画
課
商
工
観
光
係
（
☎
32-

１

０
２
３
）

　
い
つ
も
村
の
環
境
保
全
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
で
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促

進
し
、
環
境
に
優
し
い
暮
ら
し

を
推
進
す
る
た
め
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
最

大
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
）

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す

る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

・
薪
を
燃
料
と
す
る
薪
ス
ト
ー

ブ
【
補
助
金
の
内
容
】

・
太
陽
光
発
電
：
設
置
費
用
の

最
大
５
万
円
×
キ
ロ
ワ
ッ
ト

数
（
上
限
20
万
円
）

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス

ト
ー
ブ
…
設
置
費
用
の
３
分

の
１
、
最
大
10
万
円

　
詳
し
い
内
容
は
、
住
民
課
住

民
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。☎
32-

１
０
２
４

猫
の
飼
育
に
は
、
愛
情
と
と

も
に
マ
ナ
ー
も
必
要
で
す
。

屋
外
へ
自
由
に
出
入
り
で
き

る
と
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
被
害
や

無
計
画
な
繁
殖
の
原
因
と
な
り
、

ご
近
所
へ
迷
惑
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、猫
は
室
内
で
飼
い
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

猫
は
本
来
、
広
い
範
囲
を
行

動
す
る
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
外
の
様
子
が
眺
め
ら
れ

る
部
屋
や
高
さ
が
あ
る
落
ち
着

け
る
場
所
を
作
る
な
ど
に
よ
っ

て
、快
適
に
生
活
が
で
き
ま
す
。

可
愛
い
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、

周
囲
へ
の
配
慮
を
大
切
に
し
、

責
任
あ
る
飼
育
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
村
で
は
猫
の
去
勢
手

術
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
、
住

民
課
住
民
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
32-

１
０
２
４

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

太
陽
と
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
推
進
事
業
補
助
に

つ
い
て

第
29
回 

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
第
２
回
臨
時
会
は
、
７
月
15

日
㈬
に
開
会
さ
れ
、
次
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
に
、
応
募
の
あ
り

ま
し
た
次
の
11
名
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

敬
称
略
　
　

　
宮
澤
　
盛
孝
（
中
井
侍
）

　
遠
山
　
福
景
（
大
河
内
）

　
遠
山
　
直
代
（
西
原
）

　
大
平
　
宮
正
（
松
島
）

　
佐
々
木
裕
子
（
戸
口
）

　
村
松
　
美
雪
（
向
方
）

　
熊
谷
　
長
治
（
十
久
保
）

　
大
杉
　
廷
臣
（
坂
部
）

　
大
平
　
健
　  

（
北
）

　
前
田
　
美
沙
（
中
井
侍
）

　
板
倉
ひ
と
み
（
北
）

任
期

　
令
和
８
年
７
月
20
日

　
　 
〜 

令
和
11
年
７
月
19
日

議
会
報
告臨時

議
会

臨
時
議
会

第
❷
回

同
意
さ
れ
た
案
件

26億163万円

3億1,932万円

930万円

5,580万円

6,880万円

1億3,805万円

1億4,037万円

7,439万円

7,713万円

3,187万円

3,123万円

補正額

△1,937万円

△113万円

△450万円

117万円

117万円

－万円

－万円

△4万円

△4万円

－万円

－万円

補正前の額

26億2,100万円

3億2,045万円

1,380万円

5,463万円

6,763万円

1億3,805万円

1億4,037万円

7,443万円

7,717万円

3,187万円

3,123万円

会　計　名

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収益的

資本的

収益的

資本的

村営水道事業会計（第１号）

村営下水道事業会計（第１号）

（第１号）

（第１号）

（第１号）

一 般 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

国民健康保険診療所特別会計

【第２回 定例議会】　令和８年度　補正予算

計

24億8,080万円

1億4,187万円

3億4,273万円

3,203万円

6,050万円

補正額

△6,880万円

△4,148万円

285万円

60万円

△232万円

補正前の額

25億4,960万円

1億8,335万円

3億3,988万円

3,143万円

6,282万円

会　計　名

（第９号）

（第２号）

（第５号）

（第１号）

（第５号）

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

【第２回 定例議会】　令和７年度　補正予算（専決）

26億1,774万円

補正額

1,611万円

補正前の額

26億163万円

会　計　名

（第２号）一 般 会 計

【第２回 臨時議会】　令和８年度　補正予算
計
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幼
児
期
に
お
け
る
自
己
肯
定

感
や
理
解
力
・
想
像
力
・
や
る

気
・
協
調
す
る
力
な
ど
の
『
非

認
知
能
力
』
育
成
の
た
め
、
保

育
や
学
校
授
業
と
は
別
枠
の
特

別
授
業
を
、
㈱
こ
う
ゆ
う
花
ま

る
学
習
会
へ
委
託
す
る
契
約
を

４
月
21
日
㈫
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
事
業
対
象
は
保
育
所
の
年
長

児
及
び
小
学
校
１
〜
３
年
生
で
、

５
月
22
日
㈮
に
第
１
回
が
実
施

さ
れ
、
今
後
は
毎
月
１
回
程
度

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
も
と

違
う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
挙
が
っ
て
い
ま

す
。

　
５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
に
ミ

ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
の
学

生
・
引
率
者
計
９
名
が
天
龍
村

の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
た
め
、

茶
摘
み
体
験
の
ほ
か
、
中
井
侍

集
会
所
で
手
揉
み
製
茶
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　
外
国
で
は
茶
摘
み
は
と
て
も

珍
し
く
、
み
な
さ
ん
高
い
関
心

が
あ
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、

各
グ
ル
ー
プ
で
手
揉
み
を
し
た

こ
と
で
、「
同
じ
茶
葉
で
も
こ
ん

な
に
味
が
違
う
の
か
」
と
、
と

て
も
驚
く
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学

　
　日
本
校
学
生
受
入

　
５
月
７
日
㈭
に
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
の
国
際
都

市
計
画
・
地
域
計
画
研
究
室
と

「
地
域
と
大
学
の
連
携
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
協
定
期
間
は
令
和
９

年
３
月
末
ま
で
で
、
総
務
省
の

「
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」

制
度
を
活
用
し
ま
す
。「
輪
講
」

と
称
す
る
本
事
業
に
は
、
東
京

大
学
ほ
か
、
筑
波
大
学
、
信
州

大
学
、
立
命
館
大
学
、
三
重
大

学
、
宮
城
大
学
の
学
生
ら
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
村
の

地
域
振
興
や
人
材
還
流
、
多
文

化
共
生
、
東
京
圏
で
の
村
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
目
的
に

調
査
・
研
究
を
進
め
お
り
、
５

月
に
は
移
住
や
公
共
施
設
再
編
、

観
光
を
テ
ー
マ
に
現
地
視
察
や

関
係
者
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

　
な
お
９
月
に
は
研
究
報
告
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
京
大
学
と

　
　
　
　協
定
を
締
結

天
龍
村
花
ま
る
学
習
会

連
携
事
業
の
ご
紹
介
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４
月
15
日
㈬
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
悪
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
作
業
中
は
崩
れ

る
こ
と
も
な
く
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

を
守
る
会
の
み
な
さ
ん
を
始
め

多
く
の
方
の
ご
協
力
の
も
と
、

21
個
の
巣
箱
を
村
内
各
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

　
少
年
団
が
設
置
し
た
巣
箱
で

多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
無
事

に
子
育
て
を
終
え
、
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
当
日
の
作
業
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
㈫
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
（
３

－

６
年
生
）
が
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
観
察
会
の
冒
頭
で
は
、
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る
会
の
会
長
で

あ
る
盛
正
賢
さ
ん
か
ら
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
の
生
態
や
営
巣
状
況
な

ど
の
お
話
を
聞
き
、
子
ど
も
達

か
ら
は
、
雌
雄
の
見
分
け
方
な

ど
活
発
に
質
問
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
観
察
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
手
に

し
た
双
眼
鏡
を
使
い
巣
箱
へ
出

入
り
す
る
親
鳥
の
様
子
や
巣
箱

内
の
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
ヒ
ナ
の

様
子
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
村
内
各
所
で
子
供
た

ち
が
設
置
し
た
巣
箱
で
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
が
営
巣
し
て
い
る
様
子

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
28
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
に
所
属
す
る
天
龍
小

学
校
５
・
６
年
生
の
子
ど
も
た

ち
が
、
学
校
横
の
田
ん
ぼ
で
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
ご
自
身
で
も
コ
メ
作

り
を
さ
れ
る
遠
山
善
治
さ
ん
に

ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
子
ど
も
達
は
１
株
ず

つ
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
学
校
給
食
で
も
使

わ
れ
て
い
る
「
天
竜
乙
女
」
と

も
ち
米
の
「
モ
リ
モ
リ
モ
チ
」

の
２
品
種
を
植
え
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
た
お
米
は
12
月
の

お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も
ち
つ

き
大
会
な
ど
に
使
わ
れ
る
予
定

で
す
。
お
い
し
い
お
米
が
で
き

る
と
い
い
で
す
ね
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
田
植
体
験

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
観
察
会

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

天
龍
村
全
体
で
７
４
，
６
３
３

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
地
域
の
緑
化
や

み
ど
り
の
少
年
団
活
動
へ
の
補

助
、
森
林
づ
く
り
に
還
元
さ
れ

ま
す
。（
募
金
は
６
月
９
日
付

け
で
、
飯
伊
地
区
緑
の
募
金
委

員
会
に
送
金
し
ま
し
た
。）

緑
の
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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４
月
20
日
㈪
に
、
令
和
８
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
主
な
内
容
は
、
令
和

７
年
４
月
に
制
定
し
ま
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
の
実
施

状
況
の
確
認
と
、
小
中
学
校
の

教
職
員
が
健
康
で
や
り
が
い
を

も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
や
学
校
教
育
の
質
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

を
行
う
た
め
の
「
天
龍
村
立
学

校
の
教
職
員
に
関
す
る
業
務
量

管
理
・
健
康
確
保
措
置
実
施
計

画
」
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

令和８年度 自衛官等募集案内
▲自衛官

募集項目 受験資格 受付期間 一次試験日 合格発表 採用時期

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ９月２日㈬まで ９月16日㈬～
27日㈰のうち１日 12月4日㈮ 令和９年３月下旬

～４月上旬

２等陸・海・空士
（任期制自衛官） 18歳以上33歳未満 年間を通じて実施 受付時またはHPで通知 試験時に発表 令和９年３月下旬

～４月上旬

航空学生 18歳以上24歳未満
（高卒・高専3年次修了）

８月28日㈮まで ９月19日㈯、
26日㈯のうち１日 １月25日㈪ 令和９年３月下旬

～４月上旬

▲自衛隊員

募集項目 受験資格 受付期間 一次試験日 合格発表

防衛大学校学生
（一般）

18歳以上21歳未満
（高卒・高専3年次修了）10月15日㈭まで 10月31日㈯ 12月25日㈮

防衛医科大学校学生
（医学科）

18歳以上21歳未満
（高卒・高専3年次修了）10月８日㈭まで 10月24日㈯ 令和９年１月29日㈮

防衛医科大学校学生
（看護学科）

18歳以上21歳未満
（高卒・高専3年次修了）10月２日㈮まで 10月17日㈯ 令和９年２月10日㈬

▲予備自衛官補

募集項目 受験資格 受付期間 一次試験日 合格発表 訓練開始

予備自衛官補（一般） 18歳以上52歳未満

９月10日㈭
　　　　まで

９月12日㈯～
10月４日㈰のうち１日

11月11日㈬ 12月以降

予備自衛官補（技能） 18歳以上で国家免許資格等を有する（年齢上限は53歳～55歳未満）

【お問い合わせ先】

　
気
温
が
著
し
く
高
く
な
る
こ
と
に
よ

り
熱
中
症
に
よ
る
重
大
な
健
康
被
害
が

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、
環
境

省
か
ら「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
毎
日
開
放
し
て
お
り
ま
す

が
、「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
村
内
の
公
共
施
設
の

ロ
ビ
ー
な
ど
を
一
時
的
に
暑
さ
を
し
の

ぐ
た
め
の
場
所
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
）
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
危
険
な
暑
さ
が
見
込
ま
れ
る
と
き

は
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
冷
房

の
効
い
た
室
内
で
水
分
を
こ
ま
め
に
摂

る
な
ど
、
暑
さ
か
ら
身
を
守
る
行
動
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず

外
出
し
た
際
や
自
宅
に
冷
房
設
備
が
な

い
場
合
は
、
お
近
く
の
「
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
村
内
回
覧
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
開
設
に
つ
い
て

寄附金を活用した主な事業

　令和７年度ふるさと寄附金は、令和８年３月末までに17,486,000円、920件のご寄附をいただ
きました。みなさまからの温かいご支援に心から感謝申し上げます。

みなさんからご指定いただいた分野ごとに、以下の事業に活用させていただきました。

村へおまかせ
・龍蛇山澤基金事業……………………… 1,500,000円
・小学生大阪万博見学補助事業…………… 655,000円

令和7年度 「ふるさと寄附金」実績報告

事業の区分

合　　計

寄付金額 件　数

128 件

156 件

286 件

43 件

33 件

274 件

920 件

2,612,000 円

2,729,000 円

5,111,000 円

736,000 円

653,000 円

5,645,000 円

17,486,000 円

1 いつまでもいきいき暮らしたい(福祉）

2 元気な笑顔を育てたい（子育て支援･教育）

3 澄んだ空気と緑の山を守りたい（自然環境･農林業）

4 行ってみたいと思わせたい（観光）

5 村の誇りを育てたい（民俗芸能の保存継承）

6 村へおまかせ

令
和
８
年
度 

総
合
教
育
会
議

　
デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
ア
プ
リ

は
、
気
象
デ
ー
タ
に
基
づ
く
全

国
の
天
気
や
気
温
、
降
水
量
な

ど
の
情
報
を
入
手
で
き
る
、
気

象
庁
公
式
の
無
料
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
す
。

　
農
作
業
や
屋
外
で
の
活
動
、

防
災
対
策
な
ど
日
々
の
暮
ら
し

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
ア
プ
リ
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

アプリのダウンロードは
こちらから
☟

詳細なご利用情報は
こちらから
☟
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の

方
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
一

環
と
し
て
歯
科
口
腔
健
診
を

行
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ

ん
だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え
た

り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

こ
れ
ら
が
原
因
で
誤
嚥
性

（
ご
え
ん
せ
い
）
肺
炎
（
細
菌

が
唾
液
や
胃
液
と
共
に
肺
に
流

れ
込
ん
で
生
じ
る
肺
炎
）
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
は
、
身
体
の

健
康
へ
の
第
一
歩
で
す
。
固

い
も
の
が
食
べ
に
く
い
、
入

れ
歯
が
合
わ
な
い
、
特
に
自

覚
症
状
は
な
い
が
、
お
口
の

状
態
を
確
認
し
た
い
方
な

ど
、費
用
は
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▽
対
象
者

⑴
　
令
和
７
年
度
に
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
方

⑵
　
令
和
７
年
度
に
76
〜
79

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方

の
う
ち
、
直
近
で
生
活
習

○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和６年度
決　算

令和７年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉

0

宿泊温泉売上 2,737 2,921 184
飲食宴会売上 2,490 2,612 122
売店売上 500 666 166
その他 190 200 10

計 5,917 6,399 482
売上原価 1,898 2,034 136
売上総利益 4,019 4,365 346
〈　費　用　〉

人件費 4,259 4,132 △ 127
その他経費 2,269 2,213 △ 56
計 6,528 6,345 △ 183

営業利益 △ 2,509 △ 1,980 529
営業外収入 1 1 0
※村補助金 2,100 2,150 50
計 2,101 2,151 50

営業外費用 4 1 △ 3
経常利益 △ 412 170 582
法人税、事業税 18 18
当期純利益 △ 430 152 582
累計利益 △ 2,822 △ 2,670 152

○施設利用状況 （単位：人）
区　分 令和６年度 令和７年度 増減

宿泊者 3,028 2,887 △ 141
宴会利用者 710 543 △ 167
レストラン利用者 12,732 13,623 891
ラウンジ利用者（組） 1,023 1,103 80

計 17,493 18,156 663

○入浴利用者 （単位：人）
区　分 令和６年度 令和７年度 増減

一般利用者 9,209 10,016 807
村民保養券 2,790 1,885 △ 905

計 11,999 11,901 △ 98

○施設利用者 （単位：人）
令和６年度 令和７年度 増減

合　計 29,492 30,057 565

○役職員数の状況 （単位：人）
区　分 令和６年度 令和７年度 増減

取締役 6 6
6

0
社員 12 △ 6

計 18 12 △ 6

有限会社龍泉閣 令和７年度の経営状況を公表します

　令和７年度は、昨年度に比べ売上については、微増という結果になりました。費用についても、人件費の減や
その他経費分を発注を事細かく精査したことによって減少することができました。その結果、最終的な当期純利
益は152万円の増となりました。このような結果になれたのは、ひとえに応援してくださる村民のみなさまのお
かげです。今後も経費削減や利用促進対策を講じることにより経営の改善を図ってまいりますので今後とも積極
的に龍泉閣をご利用いただきますようお願いします。

※村補助について
　令和７年度、村では龍泉閣に対して2,150万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記の表のとおりとなっており、令和7年度では152万円の当期純利益となっておりますが、実際に
は（村からの2,150万円の補助金を除くと）損失が1,998万円発生しており、依然苦しい経営が続いております。加えて累
積損失（令和7年度末時点で2,670万円）の解消や安定した経営を維持していくためには村からの補助が必要と考えます。
村にとって多額の補助金を出すことは大変ですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流・憩いの場のみならず就労や農産物加工
品販売の場となっていて、村に欠かせない施設であり、村としてやむを得ない支出と考えています。
　村民のみなさまにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、積
極的な龍泉閣の使用にご協力くださいますようお願いします。

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な
水
や
豊
富
な
地

下
水
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽

管
理
者
に
、
保
守
点
検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検

査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
検
査
は
、
県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機

関
が
毎
年
１
回
検
査
し
、
そ
の
結
果
を
長
野
県

へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動
し
て
い
る
か

（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
（
書
類
検
査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が
あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指
導
が
行
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
村
で
は
、
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地

区
外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方
へ
、
浄
化
槽

の
法
定
点
検
・
清
掃
費
用
の
一
部
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
役
場
・
南
支
所
に
あ
る
申
請
書

へ
必
要
事
項
ご
記
入
の
上
、
領
収
書
や
明
細
書

な
ど
を
添
付
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

住
民
課 

住
民
係 

☎（
32
）
１
０
２
４

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
検
し
ま
し
ょ
う

法定
検査 清掃費

浄化槽
１基当たり

五
千
円

一
万
五
千
円
又
は
清

掃
費
の
２
分
の
１
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額

国民健康保険税の税率が変わります
～ 保険税はみなさんの医療費などの大切な財源です ～

　令和８年度より、子ども子育て支援法の一部改正に伴い、公的医療保険の保険料と合わせて、「子ども・
子育て支援金」を拠出いただき、社会全体で子どもや子育て世帯を応援する制度が開始されました。
　支援金は、児童手当の拡充や育児期間中の国民年金保険料免除など、子育て世帯に対する給付の財源とな
ります。
　なお、支援金の使い道は、法律（子ども・子育て支援法）により定められており、子育て支援以外の目的
で使用されることはありません。
　村では、６月議会での議決を受け下記のとおり税率が決定しましたのでお知らせいたします。
　国民健康保険税の内訳

　医療分、介護納付金分（介護分は、40～64歳の加入者のみ）、後期高齢者支援金分、子ども・子育て支援
金の合算額になります。

所得割：被保険者の前年の所得に応じて算出されます
均等割：世帯の被保険者数に応じて算出されます
18歳以上均等割：こども（18歳未満）の均等割負担を全額免除する代わりに、
　　　　　　　　その減額分を18歳以上の加入者で公平に負担し合う仕組みです。
平等割：１世帯に定額算出されます　　
※詳しい金額については、７月中旬に送付済の国保納税通知書をご確認ください。
お問い合わせ先：福祉課健康支援係　☎32-1021

慣
病
に
係
る
受
診
を
さ
れ

た
経
歴
が
あ
り
、
か
つ
、

令
和
７
年
度
に
歯
科
医
療

の
受
診
が
な
か
っ
た
方

⑶
　
令
和
７
年
度
に
80
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
方

　
６
月
下
旬
に
対
象
者
に
対

し
、
案
内
通
知
と
受
診
券
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。

▽
健
診
期
間

令
和
８
年
12
月
30
日
㈬
ま
で

▽
健
診
費
用
　無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場

合
、
そ
の
治
療
費
は
本
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
医
療
機
関
　県
歯
科

医
師
会
所
属
の
歯
科
医
院

（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

▽
予
約
方
法
　対
象
医
療
機

関
へ
直
接
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
受
診
時
に
必
要
な
も
の

受
診
券
（
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
）、
資
格
確
認
書
ま
た
は

マ
イ
ナ
保
険
証
、
お
薬
手
帳

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
　
保
健
事
業
室

☎
０
２
６‒

２
２
９‒

５
３
２
０

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
〜

税　　　　　　　率
賦課限度額

所得額 均等割 18歳以上均等割 平等割
医 療 分 5.72% 21,200円 22,000円 670,000円
介 護 納 付 金 分 2.10% 11,000円 6,000円 170,000円
後期高齢者支援金分 2.65% 10,000円 10,000円 260,000円
子ども・子育て支援金分 0.25% 750円 75円 1,000円 30,000円

医療・介護・後期高齢者支援分の税率について昨年度から変更はありません。
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有限会社天龍農林業公社 令和７年度の経営状況を公表します

　令和７年度は、一般受託が減少、生産品販売では前年度より増加しましたが、肥料などの資源価格の高止
まりやコーヒー豆の試験栽培に関する経費の増加もあり、村の運営補助金無くしては依然と運営が苦しい状
況です。
　令和８年度は、生産品販売の更なる増加を目指すと同時に、一般受託の増加のため、計画的・効率化の作
業を行うことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品の振興及び遊休荒廃農地の防止を図りつつ、林業への
取り組みも拡充し林産物生産体制を図るなど、村民のみなさんから信頼、必要とされる天龍農林業公社を目
指し取り組んでまいります。本年度も各種イベントを計画していますので、ぜひお越しください。

○収支報告 （単位：万円）
区　分 令和６年度 決 算 令和７年度 決 算 差引増減

〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 260 60 △ 200
生 産 品 販 売 収 入 692 875 183
農 作 業 受 託 収 入 35 16 △ 19
商 品 売 上 86 36 △ 50

計 1,073 987 △ 86
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,578 1,418 △ 160
（　率　） 62.2 58.5

経 費 960 1,005 45
（　率　） 37.8 41.5
計 2,538 2,423 △ 115

営 業 利 益 △ 1,465 △ 1,436 29
営 業 外 収 入 20 13 △ 7
村 補 助 金 2,112 2,220 108

計 2,132 2,233 101
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 10 252 242
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 0 0 0
法 人 税 等 9 63 54
当 期 利 益 1 189 188
累 計 利 益 168 358 189

○役職員数の状況（社員数は社長を除く。） （単位：人）
令和６年度 令和７年度 増　減

取 締 役 3 3 0
社 員 7 7 0

計 10 10 0
○事業報告
１. 農地荒廃化防止利用契約農地 （単位：ａ）

区　分 令和６年度 令和７年度 増　減
田 335 335 0
畑 421 421 0
計 756 756 0

２. 作物別農地経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和６年度 令和７年度 増　減

あ け び 27 27 0
て い ざ な す 29 10 △ 19
パ プ リ カ 19 7 △ 12

茶 63 63 0
ね ぎ 15 10 △ 5
ピ ー マ ン 8 3 △ 5
ゆ ず 120 120 0

梅 7 7 0
水 稲 314 156 △ 158
そ の 他 野 菜 154 353 199

計 756 756 0

　７月に前年の所得などをもとに保険料の計算をさせていただき、
随時通知を送付しています。通知書に記載された金額が今年度の確
定した保険料年額になりますので、ご確認ください。

　介護保険料Q&A
Q.介護保険料（65歳以上の場合）はどのように納めるのですか？
Ⓐ.納付の方法は、大きく分けて以下の２通りです。
　①偶数月に支給される年金から、介護保険料が天引きされる（特別徴収）
　　　65歳以上の方は、原則は特別徴収での納付になります。
　②納付書や口座振替で納める（普通徴収）
　年金が年額18万円未満の方、65歳になられてすぐの方、転入されてすぐの方など
は、役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。口座振替を開始するとき
はお手続きが必要ですので、役場福祉課までお問い合わせください。

Q.いままで年金から天引き（特別徴収）されていたのに、役場から納付書が届きました。
Ⓐ.前年と比べて収入や所得が増減したときや、世帯分離などにより住民税課税状況が
変わったときなどに、年金天引き（特別徴収）が一旦停止される場合があります。年金
天引きが再開されるまでの間は、役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。

Q.介護保険料を年金天引き（特別徴収）に変更したいのですが…。
Ⓐ.年金天引き（特別徴収）の開始（または再開）にあたっては、手続きは必要ありません。
年金の年額が18万円未満であるなど、年金天引き（特別徴収）ができない理由がな
ければ、半年から１年ほどで年金天引きが開始（または再開）されます。それまでは、
役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。

Q.家族やご近所の方と保険料額や納め方が違います。
Ⓐ.保険料額は、本人および同居のご家族の住民税課税状況、また本人の収入や所得に
より異なります。納め方についても、収入や所得、年金支給の状況により他の方と異
なる場合があります。役場からお送りする通知をもとに、納付いただきますようお願
いします。

Q.なぜ天龍村はまわりの市町村と比べて介護保険料が高いのでしょうか？
Ⓐ.介護保険料は保険者（介護保険を運営する市区町村や広域連合）ごとに決められ、
３年ごとに見直しされます。見直しのときには、その地域における今後の介護サービ
ス利用の見込、65歳以上の人口や所得段階ごとの人口分布などをもとに、保険料基
準額を計算します。
　天龍村では、①高齢者のみの世帯が多いことなどから介護サービスを必要とする方
が多いこと、②人口減少により一人あたりの負担が大きいこと、③住民税非課税世帯の
割合が高いことなどにより、保険料額が高くなっています。

　みなさんから納付いただく保険料は、村の介護保険事業（保険給付や介護予防事業など）
を安定して運営するために欠かせない財源となります。ご理解とご協力をお願いします。

福祉課健康支援係　☎32-1021

令和8年度 介護保険料（65歳以上）の年額が確定しました
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有限会社天龍農林業公社 令和７年度の経営状況を公表します

　令和７年度は、一般受託が減少、生産品販売では前年度より増加しましたが、肥料などの資源価格の高止
まりやコーヒー豆の試験栽培に関する経費の増加もあり、村の運営補助金無くしては依然と運営が苦しい状
況です。
　令和８年度は、生産品販売の更なる増加を目指すと同時に、一般受託の増加のため、計画的・効率化の作
業を行うことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品の振興及び遊休荒廃農地の防止を図りつつ、林業への
取り組みも拡充し林産物生産体制を図るなど、村民のみなさんから信頼、必要とされる天龍農林業公社を目
指し取り組んでまいります。本年度も各種イベントを計画していますので、ぜひお越しください。

○収支報告 （単位：万円）
区　分 令和６年度 決 算 令和７年度 決 算 差引増減

〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 260 60 △ 200
生 産 品 販 売 収 入 692 875 183
農 作 業 受 託 収 入 35 16 △ 19
商 品 売 上 86 36 △ 50

計 1,073 987 △ 86
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,578 1,418 △ 160
（　率　） 62.2 58.5

経 費 960 1,005 45
（　率　） 37.8 41.5

計 2,538 2,423 △ 115
営 業 利 益 △ 1,465 △ 1,436 29
営 業 外 収 入 20 13 △ 7
村 補 助 金 2,112 2,220 108

計 2,132 2,233 101
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 10 252 242
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 0 0 0
法 人 税 等 9 63 54
当 期 利 益 1 189 188
累 計 利 益 168 358 189

○役職員数の状況（社員数は社長を除く。） （単位：人）
令和６年度 令和７年度 増　減

取 締 役 3 3 0
社 員 7 7 0

計 10 10 0
○事業報告
１. 農地荒廃化防止利用契約農地 （単位：ａ）

区　分 令和６年度 令和７年度 増　減
田 335 335 0
畑 421 421 0
計 756 756 0

２. 作物別農地経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和６年度 令和７年度 増　減

あ け び 27 27 0
て い ざ な す 29 10 △ 19
パ プ リ カ 19 7 △ 12

茶 63 63 0
ね ぎ 15 10 △ 5
ピ ー マ ン 8 3 △ 5
ゆ ず 120 120 0

梅 7 7 0
水 稲 314 156 △ 158
そ の 他 野 菜 154 353 199

計 756 756 0

　７月に前年の所得などをもとに保険料の計算をさせていただき、
随時通知を送付しています。通知書に記載された金額が今年度の確
定した保険料年額になりますので、ご確認ください。

　介護保険料Q&A
Q.介護保険料（65歳以上の場合）はどのように納めるのですか？
Ⓐ.納付の方法は、大きく分けて以下の２通りです。
　①偶数月に支給される年金から、介護保険料が天引きされる（特別徴収）
　　　65歳以上の方は、原則は特別徴収での納付になります。
　②納付書や口座振替で納める（普通徴収）
　年金が年額18万円未満の方、65歳になられてすぐの方、転入されてすぐの方など
は、役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。口座振替を開始するとき
はお手続きが必要ですので、役場福祉課までお問い合わせください。

Q.いままで年金から天引き（特別徴収）されていたのに、役場から納付書が届きました。
Ⓐ.前年と比べて収入や所得が増減したときや、世帯分離などにより住民税課税状況が
変わったときなどに、年金天引き（特別徴収）が一旦停止される場合があります。年金
天引きが再開されるまでの間は、役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。

Q.介護保険料を年金天引き（特別徴収）に変更したいのですが…。
Ⓐ.年金天引き（特別徴収）の開始（または再開）にあたっては、手続きは必要ありません。
年金の年額が18万円未満であるなど、年金天引き（特別徴収）ができない理由がな
ければ、半年から１年ほどで年金天引きが開始（または再開）されます。それまでは、
役場から届く納付書や口座振替で納付いただきます。

Q.家族やご近所の方と保険料額や納め方が違います。
Ⓐ.保険料額は、本人および同居のご家族の住民税課税状況、また本人の収入や所得に
より異なります。納め方についても、収入や所得、年金支給の状況により他の方と異
なる場合があります。役場からお送りする通知をもとに、納付いただきますようお願
いします。

Q.なぜ天龍村はまわりの市町村と比べて介護保険料が高いのでしょうか？
Ⓐ.介護保険料は保険者（介護保険を運営する市区町村や広域連合）ごとに決められ、
３年ごとに見直しされます。見直しのときには、その地域における今後の介護サービ
ス利用の見込、65歳以上の人口や所得段階ごとの人口分布などをもとに、保険料基
準額を計算します。
　天龍村では、①高齢者のみの世帯が多いことなどから介護サービスを必要とする方
が多いこと、②人口減少により一人あたりの負担が大きいこと、③住民税非課税世帯の
割合が高いことなどにより、保険料額が高くなっています。

　みなさんから納付いただく保険料は、村の介護保険事業（保険給付や介護予防事業など）
を安定して運営するために欠かせない財源となります。ご理解とご協力をお願いします。

福祉課健康支援係　☎32-1021

令和8年度 介護保険料（65歳以上）の年額が確定しました
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○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和６年度
決　算

令和７年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉

0

宿泊温泉売上 2,737 2,921 184
飲食宴会売上 2,490 2,612 122
売店売上 500 666 166
その他 190 200 10

計 5,917 6,399 482
売上原価 1,898 2,034 136
売上総利益 4,019 4,365 346
〈　費　用　〉

人件費 4,259 4,132 △ 127
その他経費 2,269 2,213 △ 56
計 6,528 6,345 △ 183

営業利益 △ 2,509 △ 1,980 529
営業外収入 1 1 0
※村補助金 2,100 2,150 50
計 2,101 2,151 50

営業外費用 4 1 △ 3
経常利益 △ 412 170 582
法人税、事業税 18 18
当期純利益 △ 430 152 582
累計利益 △ 2,822 △ 2,670 152

○施設利用状況 （単位：人）
区　分 令和６年度 令和７年度 増減

宿泊者 3,028 2,887 △ 141
宴会利用者 710 543 △ 167
レストラン利用者 12,732 13,623 891
ラウンジ利用者（組） 1,023 1,103 80

計 17,493 18,156 663

○入浴利用者 （単位：人）
区　分 令和６年度 令和７年度 増減

一般利用者 9,209 10,016 807
村民保養券 2,790 1,885 △ 905

計 11,999 11,901 △ 98

○施設利用者 （単位：人）
令和６年度 令和７年度 増減

合　計 29,492 30,057 565

○役職員数の状況 （単位：人）
区　分 令和６年度 令和７年度 増減

取締役 6 6
6

0
社員 12 △ 6

計 18 12 △ 6

有限会社龍泉閣 令和７年度の経営状況を公表します

　令和７年度は、昨年度に比べ売上については、微増という結果になりました。費用についても、人件費の減や
その他経費分を発注を事細かく精査したことによって減少することができました。その結果、最終的な当期純利
益は152万円の増となりました。このような結果になれたのは、ひとえに応援してくださる村民のみなさまのお
かげです。今後も経費削減や利用促進対策を講じることにより経営の改善を図ってまいりますので今後とも積極
的に龍泉閣をご利用いただきますようお願いします。

※村補助について
　令和７年度、村では龍泉閣に対して2,150万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記の表のとおりとなっており、令和7年度では152万円の当期純利益となっておりますが、実際に
は（村からの2,150万円の補助金を除くと）損失が1,998万円発生しており、依然苦しい経営が続いております。加えて累
積損失（令和7年度末時点で2,670万円）の解消や安定した経営を維持していくためには村からの補助が必要と考えます。
村にとって多額の補助金を出すことは大変ですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流・憩いの場のみならず就労や農産物加工
品販売の場となっていて、村に欠かせない施設であり、村としてやむを得ない支出と考えています。
　村民のみなさまにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、積
極的な龍泉閣の使用にご協力くださいますようお願いします。
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国民健康保険税の税率が変わります
～ 保険税はみなさんの医療費などの大切な財源です ～

　令和８年度より、子ども子育て支援法の一部改正に伴い、公的医療保険の保険料と合わせて、「子ども・
子育て支援金」を拠出いただき、社会全体で子どもや子育て世帯を応援する制度が開始されました。
　支援金は、児童手当の拡充や育児期間中の国民年金保険料免除など、子育て世帯に対する給付の財源とな
ります。
　なお、支援金の使い道は、法律（子ども・子育て支援法）により定められており、子育て支援以外の目的
で使用されることはありません。
　村では、６月議会での議決を受け下記のとおり税率が決定しましたのでお知らせいたします。
　国民健康保険税の内訳

　医療分、介護納付金分（介護分は、40～64歳の加入者のみ）、後期高齢者支援金分、子ども・子育て支援
金の合算額になります。

所得割：被保険者の前年の所得に応じて算出されます
均等割：世帯の被保険者数に応じて算出されます
18歳以上均等割：こども（18歳未満）の均等割負担を全額免除する代わりに、
　　　　　　　　その減額分を18歳以上の加入者で公平に負担し合う仕組みです。
平等割：１世帯に定額算出されます　　
※詳しい金額については、７月中旬に送付済の国保納税通知書をご確認ください。
お問い合わせ先：福祉課健康支援係　☎32-1021
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歴
が
あ
り
、
か
つ
、

令
和
７
年
度
に
歯
科
医
療

の
受
診
が
な
か
っ
た
方

⑶
　
令
和
７
年
度
に
80
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
方

　
６
月
下
旬
に
対
象
者
に
対

し
、
案
内
通
知
と
受
診
券
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。

▽
健
診
期
間

令
和
８
年
12
月
30
日
㈬
ま
で

▽
健
診
費
用
　無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場

合
、
そ
の
治
療
費
は
本
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
医
療
機
関
　県
歯
科

医
師
会
所
属
の
歯
科
医
院

（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

▽
予
約
方
法
　対
象
医
療
機

関
へ
直
接
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
受
診
時
に
必
要
な
も
の

受
診
券
（
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
）、
資
格
確
認
書
ま
た
は

マ
イ
ナ
保
険
証
、
お
薬
手
帳

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
　
保
健
事
業
室

☎
０
２
６‒

２
２
９‒

５
３
２
０

歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診
〜

税　　　　　　　率
賦課限度額

所得額 均等割 18歳以上均等割 平等割
医 療 分 5.72% 21,200円 22,000円 670,000円
介 護 納 付 金 分 2.10% 11,000円 6,000円 170,000円
後期高齢者支援金分 2.65% 10,000円 10,000円 260,000円
子ども・子育て支援金分 0.25% 750円 75円 1,000円 30,000円

医療・介護・後期高齢者支援分の税率について昨年度から変更はありません。
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４
月
20
日
㈪
に
、
令
和
８
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
主
な
内
容
は
、
令
和

７
年
４
月
に
制
定
し
ま
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
の
実
施

状
況
の
確
認
と
、
小
中
学
校
の

教
職
員
が
健
康
で
や
り
が
い
を

も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
や
学
校
教
育
の
質
を

維
持
・
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

を
行
う
た
め
の
「
天
龍
村
立
学

校
の
教
職
員
に
関
す
る
業
務
量

管
理
・
健
康
確
保
措
置
実
施
計

画
」
に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

令和８年度 自衛官等募集案内
▲自衛官

募集項目 受験資格 受付期間 一次試験日 合格発表 採用時期

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ９月２日㈬まで ９月16日㈬～
27日㈰のうち１日 12月4日㈮ 令和９年３月下旬

～４月上旬

２等陸・海・空士
（任期制自衛官） 18歳以上33歳未満 年間を通じて実施 受付時またはHPで通知 試験時に発表 令和９年３月下旬

～４月上旬

航空学生 18歳以上24歳未満
（高卒・高専3年次修了）

８月28日㈮まで ９月19日㈯、
26日㈯のうち１日 １月25日㈪ 令和９年３月下旬

～４月上旬

▲自衛隊員

募集項目 受験資格 受付期間 一次試験日 合格発表

防衛大学校学生
（一般）

18歳以上21歳未満
（高卒・高専3年次修了）10月15日㈭まで 10月31日㈯ 12月25日㈮

防衛医科大学校学生
（医学科）

18歳以上21歳未満
（高卒・高専3年次修了）10月８日㈭まで 10月24日㈯ 令和９年１月29日㈮

防衛医科大学校学生
（看護学科）

18歳以上21歳未満
（高卒・高専3年次修了）10月２日㈮まで 10月17日㈯ 令和９年２月10日㈬

▲予備自衛官補

募集項目 受験資格 受付期間 一次試験日 合格発表 訓練開始

予備自衛官補（一般） 18歳以上52歳未満

９月10日㈭
　　　　まで

９月12日㈯～
10月４日㈰のうち１日

11月11日㈬ 12月以降

予備自衛官補（技能） 18歳以上で国家免許資格等を有する（年齢上限は53歳～55歳未満）

【お問い合わせ先】

　
気
温
が
著
し
く
高
く
な
る
こ
と
に
よ

り
熱
中
症
に
よ
る
重
大
な
健
康
被
害
が

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、
環
境

省
か
ら「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
毎
日
開
放
し
て
お
り
ま
す

が
、「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
村
内
の
公
共
施
設
の

ロ
ビ
ー
な
ど
を
一
時
的
に
暑
さ
を
し
の

ぐ
た
め
の
場
所
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
）
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

　
危
険
な
暑
さ
が
見
込
ま
れ
る
と
き

は
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
冷
房

の
効
い
た
室
内
で
水
分
を
こ
ま
め
に
摂

る
な
ど
、
暑
さ
か
ら
身
を
守
る
行
動
を

取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず

外
出
し
た
際
や
自
宅
に
冷
房
設
備
が
な

い
場
合
は
、
お
近
く
の
「
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
村
内
回
覧
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
開
設
に
つ
い
て

寄附金を活用した主な事業

　令和７年度ふるさと寄附金は、令和８年３月末までに17,486,000円、920件のご寄附をいただ
きました。みなさまからの温かいご支援に心から感謝申し上げます。

みなさんからご指定いただいた分野ごとに、以下の事業に活用させていただきました。

村へおまかせ
・龍蛇山澤基金事業……………………… 1,500,000円
・小学生大阪万博見学補助事業…………… 655,000円

令和7年度 「ふるさと寄附金」実績報告

事業の区分

合　　計

寄付金額 件　数

128 件

156 件

286 件

43 件

33 件

274 件

920 件

2,612,000 円

2,729,000 円

5,111,000 円

736,000 円

653,000 円

5,645,000 円

17,486,000 円

1 いつまでもいきいき暮らしたい(福祉）

2 元気な笑顔を育てたい（子育て支援･教育）

3 澄んだ空気と緑の山を守りたい（自然環境･農林業）

4 行ってみたいと思わせたい（観光）

5 村の誇りを育てたい（民俗芸能の保存継承）

6 村へおまかせ

令
和
８
年
度 

総
合
教
育
会
議

　
デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
ア
プ
リ

は
、
気
象
デ
ー
タ
に
基
づ
く
全

国
の
天
気
や
気
温
、
降
水
量
な

ど
の
情
報
を
入
手
で
き
る
、
気

象
庁
公
式
の
無
料
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
す
。

　
農
作
業
や
屋
外
で
の
活
動
、

防
災
対
策
な
ど
日
々
の
暮
ら
し

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
ア
プ
リ
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

アプリのダウンロードは
こちらから
☟

詳細なご利用情報は
こちらから
☟
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４
月
15
日
㈬
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
悪
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
作
業
中
は
崩
れ

る
こ
と
も
な
く
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

を
守
る
会
の
み
な
さ
ん
を
始
め

多
く
の
方
の
ご
協
力
の
も
と
、

21
個
の
巣
箱
を
村
内
各
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

　
少
年
団
が
設
置
し
た
巣
箱
で

多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
無
事

に
子
育
て
を
終
え
、
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
当
日
の
作
業
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
㈫
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
（
３

－

６
年
生
）
が
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

観
察
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
観
察
会
の
冒
頭
で
は
、
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る
会
の
会
長
で

あ
る
盛
正
賢
さ
ん
か
ら
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
の
生
態
や
営
巣
状
況
な

ど
の
お
話
を
聞
き
、
子
ど
も
達

か
ら
は
、
雌
雄
の
見
分
け
方
な

ど
活
発
に
質
問
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
観
察
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
手
に

し
た
双
眼
鏡
を
使
い
巣
箱
へ
出

入
り
す
る
親
鳥
の
様
子
や
巣
箱

内
の
カ
メ
ラ
映
像
か
ら
ヒ
ナ
の

様
子
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
村
内
各
所
で
子
供
た

ち
が
設
置
し
た
巣
箱
で
ブ
ッ
ポ

ウ
ソ
ウ
が
営
巣
し
て
い
る
様
子

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
28
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
に
所
属
す
る
天
龍
小

学
校
５
・
６
年
生
の
子
ど
も
た

ち
が
、
学
校
横
の
田
ん
ぼ
で
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
ご
自
身
で
も
コ
メ
作

り
を
さ
れ
る
遠
山
善
治
さ
ん
に

ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
子
ど
も
達
は
１
株
ず

つ
丁
寧
に
苗
を
植
え
て
い
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
学
校
給
食
で
も
使

わ
れ
て
い
る
「
天
竜
乙
女
」
と

も
ち
米
の
「
モ
リ
モ
リ
モ
チ
」

の
２
品
種
を
植
え
ま
し
た
。

　
今
回
植
え
た
お
米
は
12
月
の

お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も
ち
つ

き
大
会
な
ど
に
使
わ
れ
る
予
定

で
す
。
お
い
し
い
お
米
が
で
き

る
と
い
い
で
す
ね
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け

天
龍
み
ど
り
の
少
年
団
田
植
体
験

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
観
察
会

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

天
龍
村
全
体
で
７
４
，
６
３
３

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
地
域
の
緑
化
や

み
ど
り
の
少
年
団
活
動
へ
の
補

助
、
森
林
づ
く
り
に
還
元
さ
れ

ま
す
。（
募
金
は
６
月
９
日
付

け
で
、
飯
伊
地
区
緑
の
募
金
委

員
会
に
送
金
し
ま
し
た
。）

緑
の
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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幼
児
期
に
お
け
る
自
己
肯
定

感
や
理
解
力
・
想
像
力
・
や
る

気
・
協
調
す
る
力
な
ど
の
『
非

認
知
能
力
』
育
成
の
た
め
、
保

育
や
学
校
授
業
と
は
別
枠
の
特

別
授
業
を
、
㈱
こ
う
ゆ
う
花
ま

る
学
習
会
へ
委
託
す
る
契
約
を

４
月
21
日
㈫
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
事
業
対
象
は
保
育
所
の
年
長

児
及
び
小
学
校
１
〜
３
年
生
で
、

５
月
22
日
㈮
に
第
１
回
が
実
施

さ
れ
、
今
後
は
毎
月
１
回
程
度

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
も
と

違
う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
挙
が
っ
て
い
ま

す
。

　
５
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
に
ミ

ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
の
学

生
・
引
率
者
計
９
名
が
天
龍
村

の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
た
め
、

茶
摘
み
体
験
の
ほ
か
、
中
井
侍

集
会
所
で
手
揉
み
製
茶
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　
外
国
で
は
茶
摘
み
は
と
て
も

珍
し
く
、
み
な
さ
ん
高
い
関
心

が
あ
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、

各
グ
ル
ー
プ
で
手
揉
み
を
し
た

こ
と
で
、「
同
じ
茶
葉
で
も
こ
ん

な
に
味
が
違
う
の
か
」
と
、
と

て
も
驚
く
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学

　
　日
本
校
学
生
受
入

　
５
月
７
日
㈭
に
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
の
国
際
都

市
計
画
・
地
域
計
画
研
究
室
と

「
地
域
と
大
学
の
連
携
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
協
定
期
間
は
令
和
９

年
３
月
末
ま
で
で
、
総
務
省
の

「
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
」

制
度
を
活
用
し
ま
す
。「
輪
講
」

と
称
す
る
本
事
業
に
は
、
東
京

大
学
ほ
か
、
筑
波
大
学
、
信
州

大
学
、
立
命
館
大
学
、
三
重
大

学
、
宮
城
大
学
の
学
生
ら
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
村
の

地
域
振
興
や
人
材
還
流
、
多
文

化
共
生
、
東
京
圏
で
の
村
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
目
的
に

調
査
・
研
究
を
進
め
お
り
、
５

月
に
は
移
住
や
公
共
施
設
再
編
、

観
光
を
テ
ー
マ
に
現
地
視
察
や

関
係
者
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

　
な
お
９
月
に
は
研
究
報
告
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
京
大
学
と

　
　
　
　協
定
を
締
結

天
龍
村
花
ま
る
学
習
会

連
携
事
業
の
ご
紹
介
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計

ま
ば
ゆ
い
新
緑
と
好
天
に
恵

ま
れ
４
月
26
日
㈰
、「
ニ
セ
ン

ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
」
に
て
、
恒
例
の
天
龍
村
長

杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
総
勢
20
名
の
地
域
住
民
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
な
が
ら
グ
リ
ー
ン
上
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

今
大
会
を
制
し
、
見
事
栄
冠

を
勝
ち
取
ら
れ
た
の
は
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
す
。
熊
谷

さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

大
会
終
了
後
に
催
さ
れ
た
懇

親
会
も
、
大
会
に
負
け
な
い
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
、
用
意
さ
れ

た
温
か
い
豚
汁
を
囲
み
な
が

ら
、
お
互
い
の
好
プ
レ
ー
を
讃

え
合
っ
た
り
と
、
和
や
か
な
笑

顔
が
弾
け
る
素
敵
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
秋
の
気
配
が
深
ま

る
11
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
プ
レ
イ
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の

方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

【
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
】

営
業
期
間
…
４
月
１
日
㈬
〜
11

月
30
日
㈪

定
休
日
…
毎
週
火
曜
日

プ
レ
ー
料
金
…
大
人
５
０
０
円

／
子
供
（
中
学
生
以
下
）
２
０

０
円

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
…
企

画
課
商
工
観
光
係
（
☎
32-

１

０
２
３
）

　
い
つ
も
村
の
環
境
保
全
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
で
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促

進
し
、
環
境
に
優
し
い
暮
ら
し

を
推
進
す
る
た
め
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
最

大
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
）

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す

る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

・
薪
を
燃
料
と
す
る
薪
ス
ト
ー

ブ
【
補
助
金
の
内
容
】

・
太
陽
光
発
電
：
設
置
費
用
の

最
大
５
万
円
×
キ
ロ
ワ
ッ
ト

数
（
上
限
20
万
円
）

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス

ト
ー
ブ
…
設
置
費
用
の
３
分

の
１
、
最
大
10
万
円

　
詳
し
い
内
容
は
、
住
民
課
住

民
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。☎
32-

１
０
２
４

猫
の
飼
育
に
は
、
愛
情
と
と

も
に
マ
ナ
ー
も
必
要
で
す
。

屋
外
へ
自
由
に
出
入
り
で
き

る
と
、
ふ
ん
尿
に
よ
る
被
害
や

無
計
画
な
繁
殖
の
原
因
と
な
り
、

ご
近
所
へ
迷
惑
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、猫
は
室
内
で
飼
い
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

猫
は
本
来
、
広
い
範
囲
を
行

動
す
る
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
外
の
様
子
が
眺
め
ら
れ

る
部
屋
や
高
さ
が
あ
る
落
ち
着

け
る
場
所
を
作
る
な
ど
に
よ
っ

て
、快
適
に
生
活
が
で
き
ま
す
。

可
愛
い
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、

周
囲
へ
の
配
慮
を
大
切
に
し
、

責
任
あ
る
飼
育
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
村
で
は
猫
の
去
勢
手

術
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
、
住

民
課
住
民
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

☎
32-

１
０
２
４

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

太
陽
と
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
推
進
事
業
補
助
に

つ
い
て

第
29
回 

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
第
２
回
臨
時
会
は
、
７
月
15

日
㈬
に
開
会
さ
れ
、
次
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
に
、
応
募
の
あ
り

ま
し
た
次
の
11
名
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

敬
称
略
　
　

　
宮
澤
　
盛
孝
（
中
井
侍
）

　
遠
山
　
福
景
（
大
河
内
）

　
遠
山
　
直
代
（
西
原
）

　
大
平
　
宮
正
（
松
島
）

　
佐
々
木
裕
子
（
戸
口
）

　
村
松
　
美
雪
（
向
方
）

　
熊
谷
　
長
治
（
十
久
保
）

　
大
杉
　
廷
臣
（
坂
部
）

　
大
平
　
健
　  

（
北
）

　
前
田
　
美
沙
（
中
井
侍
）

　
板
倉
ひ
と
み
（
北
）

任
期

　
令
和
８
年
７
月
20
日

　
　 

〜 

令
和
11
年
７
月
19
日

議
会
報
告臨時

議
会

臨
時
議
会

第
❷
回

同
意
さ
れ
た
案
件

26億163万円

3億1,932万円

930万円

5,580万円

6,880万円

1億3,805万円

1億4,037万円

7,439万円

7,713万円

3,187万円

3,123万円

補正額

△1,937万円

△113万円

△450万円

117万円

117万円

－万円

－万円

△4万円

△4万円

－万円

－万円

補正前の額

26億2,100万円

3億2,045万円

1,380万円

5,463万円

6,763万円

1億3,805万円

1億4,037万円

7,443万円

7,717万円

3,187万円

3,123万円

会　計　名

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収益的

資本的

収益的

資本的

村営水道事業会計（第１号）

村営下水道事業会計（第１号）

（第１号）

（第１号）

（第１号）

一 般 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

国民健康保険診療所特別会計

【第２回 定例議会】　令和８年度　補正予算

計

24億8,080万円

1億4,187万円

3億4,273万円

3,203万円

6,050万円

補正額

△6,880万円

△4,148万円

285万円

60万円

△232万円

補正前の額

25億4,960万円

1億8,335万円

3億3,988万円

3,143万円

6,282万円

会　計　名

（第９号）

（第２号）

（第５号）

（第１号）

（第５号）

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

【第２回 定例議会】　令和７年度　補正予算（専決）

26億1,774万円

補正額

1,611万円

補正前の額

26億163万円

会　計　名

（第２号）一 般 会 計

【第２回 臨時議会】　令和８年度　補正予算
計
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空
き
家
が
増
え
る
こ
と
で
建

物
の
状
況
が
悪
く
な
り
倒
壊
の

危
険
が
出
て
く
る
だ
け
で
な
く
、

害
獣
・
害
虫
が
繁
殖
し
動
物
が

田
畑
を
荒
ら
す
・
異
臭
を
発
生

さ
せ
る
な
ど
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
り
、
景
観
悪
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

村
で
は
、
空
き
家
の
所
有
者

と
空
き
家
に
住
み
た
い
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
を
運
用
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
い

た
だ
く
と
、
空
き
家
を
片
付
け

る
際
に
発
生
す
る
費
用
を
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
状
態
が
悪
い
空
き
家

は
解
体
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
が
、
解
体
費
用
を
所
定
の
金

融
機
関
か
ら
借
入
し
た
場
合
の

利
子
を
補
給
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
積
極
的
に

ご
活
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
８

月
13
日
㈭
に
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
で
空
き
家
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

企
画
課
む
ら
づ
く
り
推
進
係

☎
32ｰ

１
０
２
３

地
域
住
民
の
集
落
環
境
を
整

備
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
が
自

ら
取
り
組
む
整
備
事
業
（
地
区

集
会
施
設
等
新
設
改
良
事
業
）

に
要
す
る
原
材
料
経
費
に
対
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費
…
原
材
料
費

今
ま
で
に
、
ご
み
集
積
場
の

整
備
や
バ
ス
停
待
合
室
整
備
、

集
会
施
設
の
庭
整
備
な
ど
に
活

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ

れ
る
地
区
は
、
企
画
課
む
ら
づ

く
り
推
進
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。☎
32-

１
０
２
３

　
森
林
は
水
や
空
気
を
育
み
、

土
砂
災
害
や
地
球
温
暖
化
を
抑

制
す
る
な
ど
様
々
な
働
き
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
森
林
を
健
全
な

姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
長
野
県
で
は
「
長
野
県
森

林
づ
く
り
県
民
税
」（
通
称
…
森

林
税
）
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
税
は
、
地
域
主
体
の
里

山
整
備
活
動
の
支
援
や
、
広
く

県
民
が
利
用
す
る
施
設
の
木

造
・
木
質
化
、
倒
れ
や
す
い
危

険
な
木
の
伐
採
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

活用事例：危険木伐採
県道為栗和合線（和知野川キャンプ場付近）

地
区
内
自
営
整
備

　材
料
費
支
給
事
業

　
　補
助
金
の
お
知
ら
せ

空
き
家
に
関
す
る

　
　
　
　お
悩
み
相
談

　
天
龍
村
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
万
一
地
震
が
発
生

す
る
と
、
そ
の
周
囲
の
広
い
範

囲
で
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
と

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
う
し
た
大
規
模

地
震
に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
性

能
を
確
保
す
る
た
め
の
耐
震
診

断
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く
耐
震

改
修
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
診
断
費
用
は
補
助
に
よ
り
全

額
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
住
宅
は

昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
に
な
り
ま
す
。

　
耐
震
改
修
工
事
で
補
助
を
受

け
る
際
に
こ
の
診
断
結
果
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
振
興
課
建
設
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
32-

１
０
２
２

住
宅
耐
震
診
断
を

　
　実
施
し
て
い
ま
す

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５

日
㈮
に
開
会
し
、
12
日
㈮
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
税
法
等
の
改

正
に
伴
い
、
個
人
住
民
税
に
関

す
る
給
与
所
得
控
除
や
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
な
ど
の
見
直
し
条

例
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
地
方
税
法
施
行
令

及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
改
正
に
伴
い
、
医
療
分
課

税
限
度
額
や
保
険
税
の
軽
減
判

定
所
得
基
礎
額
の
引
き
上
げ
と
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
課
税
の

新
設
な
ど
の
条
例
の
整
備
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
令
和
８
年
度 

学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金 

天
龍
村
総
合

体
育
施
設
空
調
設
備
整
備
工
事

の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
の
た
め
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
得
た
も
の
で
す
。

・
契
約
額

　
　
　
６
，
６
２
２
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
　
明
和
工
業
㈱

○
天
龍
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、「
天
龍
村
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
、

令
和
８
年
９
月
１
日
以
降
も
引

き
続
き
10
年
間
の
管
理
運
営
を

行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、「
社

会
福
祉
法
人
天
龍
村
社
会
福
祉

協
議
会
」が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

　
内
容
は
、「
天
龍
村
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
９
月
１
日
以
降

も
引
き
続
き
10
年
間
の
管
理
運

営
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

「
社
会
福
祉
法
人
天
龍
村
社
会

福
祉
協
議
会
」
が
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

○
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
㈲
天

龍
農
林
業
公
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
議
会
に
報
告
し
た
も

の
で
す
。

○
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
７
年
度
㈲
龍

泉
閣
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
会
に
報
告
し
た
も
の
で
す
。

○
令
和
７
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
８
年
度
に
繰

越
す
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
に

報
告
し
た
も
の
で
す
。

○
後
藤
知
久
議
員

一
　
新
副
村
長
の
就
任
に
つ
い
て

二
　
若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

三
　
村
内
の
国
・
県
道
の
改
良

議
会
報
告定例

議
会

定
例
議
会

第
❷
回

報
　
　
　告

一
　般
　質
　問

可
決
さ
れ
た
案
件

や
改
築
、
新
設
工
事
、
要
望

等
に
つ
い
て

○
今
村
久
雄
議
員

一
　
村
営
住
宅
に
お
け
る
物
置

設
置
の
公
平
性
に
つ
い
て

二
　
ご
み
回
収
、
特
に
赤
い
袋

の
件
に
つ
い
て

三
　
小
規
模
維
持
型
林
業
へ
の

支
援
に
つ
い
て

四
　
地
す
べ
り
対
策
事
業
に
お

け
る
水
資
源
活
用
に
つ
い
て

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
　
村
道
の
管
理
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
に
つ
い
て

二
　
投
票
所
の
集
約
と
投
票
の

選
択
肢
に
つ
い
て

三
　
水
道
設
備
の
生
活
基
盤
近

代
化
事
業
に
つ
い
て

○
熊
谷
よ
し
江
議
員

一
　
受
入
住
宅
の
体
制
に
つ
い
て
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私たちの村
－７月１日現在－
人口 980 人

男 514 人 女 466 人
世帯数 582 世帯

2026年７月30日

⑱①

令和８年（2026年）７月30日

　
５
月
31
日
㈰
、
第
24
回

天
龍
村
大
運
動
会
が
天
龍

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
、
小
・
中
学
生
は

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
、
友
達
と
競
い
合
い

な
が
ら
、
全
力
で
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
主
催
種

目
で
は
玉
入
れ
、
ム
カ
デ

競
争
と
い
っ
た
競
技
の
ほ

か
、
全
員
参
加
型
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
記
念
大
会

で
恒
例
と
な
る
ド
ラ
ゴ
ン

検
定
が
行
わ
れ
、
体
力
と

知
力
を
振
り
絞
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
に
は
婦
人

会
の
み
な
さ
ん
に
調
理
い

た
だ
い
た
天
龍
カ
レ
ー
が

提
供
さ
れ
、
憩
い
の
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
参
加
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
大
運

動
会
を
計
画
し
ま
す
の

で
、
ご
参
加
や
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
天
龍
保
育
所
で
は
、
長
野
県

か
ら
「
信
州
型
自
然
保
育
（
や

ま
ほ
い
く
）」
の
認
定
を
得
る

た
め
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
中
央
区
の
農
地
を
お
借
り

し
、
南
中
区
の
熊
谷
周
文
さ
ん

に
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
野

菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
、

と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
夏
野
菜

を
植
え
ま
し
た
。

　
天
龍
村
郷
土
美
術
館
で
は
、

４
月
に
展
示
品
を
更
新
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
３
年
半
振
り
と
な
る

北
島
新
平
先
生
の
作
品
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
の
う
え
、
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。

【
入
館
料
】

▽
天
龍
村
居
住
者
無
料

※
村
外
の
方
は
大
人
２
０
０
円
、

子
供（
中
学
生
以
下
）１
０
０
円天龍村大運動会開催天龍村大運動会開催第24回

天龍村誕生70周年記念

園
外
菜
園
だ
よ
り

（
保
育
所
）

第41回
天龍村誕生70周年記念

☆と　き：８月15日㈯ 午後５時30分～
　　　　　※雨天順延８月16日㈰
☆ところ：龍泉閣前 村営駐車場
☆夜店、天龍小学校児童による熊伏太鼓、ジャズ演奏、
盆踊り、花火大会など
☆天龍村誕生70周年記念事業として、豪華景品が当
たるお楽しみ抽選会などを予定しています。

天
龍
村
郷
土

美
術
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

２人組シンガーソングライター
結成（2000年）以来「Prison（プ
リズン）コンサート」と称し、矯正
施設でメッセージコンサートを展開。

TVキャスター
オリンピックなど様々なスポーツの
実況中継を担当。御年82歳であり
ながら日々身体を鍛えている。

日時：令和８年10月４日㈰ 12時30分～
場所：文化センターなんでも館
お問い合わせ：企画課むらづくり推進係
TEL：32-1023

天龍村70周年
記念事業


